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【
表
紙
写
真
】

石
碑
『
松
浦
武
四
郎
野
宿
之
地
』

設
置
：
昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七)

十
月

位
置
：
新
得
町
字
新
内
西
六
線
一
八
五
番
地
（
一
の
沢
）

函
館
奉
行
か
ら
東
西
蝦
夷
地
山
川
地
理
取
調
の
命
を
受
け

た
幕
末
の
探
検
家
松
浦
武
四
郎
は
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
六

度
目
の
蝦
夷
地
入
り
を
し
、
同
年
三
月
十
三
日
（
太
陽
暦
の
四

月
二
十
六
日
）
に
残
雪
き
ら
め
く
狩
勝
国
境
を
越
え
、
新
内
の

一
の
沢
を
下
っ
て
こ
の
地
に
足
を
踏
み
入
れ
た
。
和
人
と
し
て
は

初
め
て
の
狩
勝
越
え
で
あ
る
。

同
行
者
は
石
狩
詰
下
役
の
飯
田
豊
之
助
と
案
内
の
ア
イ
ヌ
の

人
十
人
、
函
館
を
出
発
し
て
五
十
日
目
、
と
き
に
武
四
郎
四
十

歳
で
あ
っ
た
。

武
四
郎
が
書
い
た
当
時
の
記
録
「
戌
午
東
西
蝦
夷
山
川
地
理

取
調
日
誌
」
に
よ
る
と
、
一
の
沢
が
合
流
す
る
付
近
の
佐
幌
川
は

川
幅
が
七
・
八
間
（
一
間
は
約
百
八
十
㌢
㍍
）
、
平
盤
一
枚
岩
で

急
流
。
左
岸
を
行
く
に
も
切
り
立
っ
て
い
て
進
む
こ
と
が
で
き
ず

や
む
な
く
佐
幌
川
を
右
岸
に
渡
り
、
大
笹
原
を
三
、
四
丁
（
一

丁
は
百
九
㍍
）
分
け
入
り
て
ト
ド
マ
ツ
の
多
い
こ
の
地
に
野
宿
し
た

と
あ
る
。

（
銘
板
「
松
浦
武
四
郎
野
宿
之
地
」
よ
り
抜
粋
）


